
ジェームズ一世の「説教家のための指令」と
ジョン・ダンの説教

-...hegave no satisfaction, or as some say spake as if himself were not so well satisfied.-

高　　橋　　正　　平

1622年9月22日，ジョン・ダン（JohnDonne）はジェームズ十世（KingJameS

I）が同年8月4日に公布した「説教家のための指令」（DirectionsfbrPreachers）

を擁護する説教を行った。（1）「指令」は説教家に対して説教の内容を著しく制限

したものであったが，ダンは王からの要請を受け，翌月セントポールズクロス

（St．Paul－sCross）で「指令」を擁護する説教を行った。前年1621年にセント・

ポール大聖堂の主席司祭に任命されたダンがジェームズー世を支持する説教を

行うことはさほど驚くことではない。ただ問題はその説教である。説教は聴衆

に何ら満足――を与えなかったし，ダン自身も満足していなかったかのような話し

振りだったとの報告がある。ジェームズー世を擁護するという説教家にとって

は晴れ舞台ともいうべく説教でなぜダンは不評を招くような説教を行ったの

か。この間題を解く．鍵のは三つある。第一の鍵は「指令」を公布するに至った

経緯，とりわけジェームズー世の外交政策である。第二は，説教の後半である。

最後にダン自身の説教家観である。本論ではダンの「指令」擁護説教を以上の

三点から論じることによって「説教家のための指令」に対するダンの真意を解

明していきたい。．

ジェームズ一世の晩年の1622年は王にとっては国内外において極めて重要な
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年で あ っ た ｡ 何よりも王 の 頭痛の 種 は16 1 8 年に始 まり4 年日を迎 えて い た 三 十

年戦争であ っ た｡ ボ ヘ ミ ア の 新選帝王 フ レ デ リ ッ ク 五 世とオ ー ス トリ アの フ ェ

ル デ ィ ナ ン トニ 世 との 戦 い は プ ロ テ ス タ ン トとカ トリ ッ ク 教と の 戦 い で , フ レ

デ リ ッ ク 五 世 は ボ ヘ ミ アか ら追放され , 戟 い は カ トリ ッ ク 教会側 の 勝利 に終

わ っ た ｡

( 2)
問題はそれ だけで は な い

｡ 敗北を 喫した フ レ デ) ッ ク 五 世は ジ ェ
ー

ム ズ ー

世 の 娘 エ リ ザ ベ ス の 夫で あ っ たの で
.

b る ｡ 同 じプ ロ テ ス タ ン ト国家と し

て ジ ェ
ー ム ズ ー

世は娘婿 フ レ デ) ッ ク 五 世 へ 援助の 手を差 し伸 べ る だ ろうと誰

も が期待 して い た o 当時 の 人気詩人 ジ ョ ン ･ テ ィ ー

ラ
ー (J o h n T a yl o r) は王 に

ボ ヘ ミ ア へ の 軍 隊派遣 を促す詩を書 い七程 で
( 3 )

, 援軍派遣 は議会, 聖職界, 出

版界の 共通 した認識であ っ た ｡ と こ ろが 議会 は 国内問題を審議する に と どま

り , 国外問題 に は手を つ けなか っ た占 ジ ェ
ー ム ズ

ー

世 は下院に宗教と外交問題

に干渉する こ とを禁じたが
, 下院は彼 らの 自由と特権は英国臣民の 疑う余地 の

な い 生得権だと主張したため に, 王 は議会を解散 して しま っ た ｡ 更な る驚惜は

ジ ェ
ー ム ズ ー

世が カ トリ ッ ク 教国 ス ペ イ ン に 接近 し始 め た こ と で あ っ た ｡

ジ ェ
ー ム ズ ー 世は息子チ ャ

ー

ル ズとス ペ イ ン王 女と の 結婚を画策して い たの で

あ る
‾

｡ そ の 成功は ス ペ イ ン に フ レ デノ ッ ク 五 世を復位させ る で あろうと の 目論

か らで あ っ た｡ しか しイ ギリ ス 国民からすれ ば ス ペ イ ン は敵国 で ある ｡ ジ ェ
ー

ム ズ ー 世の 計画は国民感情を逆撫で にする ようなもの であ っ た｡ 時の 駐英 ス ペ

イ ン 大便 ゴ ン ドマ ー ル は 二 人 の 結婚は可能性大で
,

フ レデ リ ッ ク 五 世の 復位古ま

ある だろうと言 っ たが,

L
それ は

一

向に実現さ れず, 多くの イ ギリ ス 人 は ジェ
ー

ム ズ ー

世 はス ペ イ ン に だまされた と思 っ て い た｡ 説教家の なか にも強硬に こ の

結婚問題 に反対 し, 個人 的にも公 的にも ス ペ イ ン 王女と の 結婚 に強 い 反対論を

述 べ る者も い た｡

( 4 )
聖職者か らの 批判を受け,

ジ ェ
ー ム ズ ー 世 は1 62 0 年 3 月 に

はウ レ デ) ッ ク 五 世の た め に徳税徴収を認可 し, 聖職者に は 7 レ デ) ッ ク 五 世

敗北 を宗教問題 と して 扱わな い よ う に指令を 出 した ｡ ジ ェ
ー ム ズ

ー

世
■
は更 に

162 0 年12 月と1 62 1 年 7 月 には 国家間題 に つ い て の 放縦発言に反対する布告を発

し,
ロ ン ドン の 聖職者は チ ャ

ー ル ズ の 結婚問題 に は触れな い よう警告を受けて

い た ｡

` 5 ' と こ ろ が こ の 布告 にも 関わ らず聖職者か らの ス ペ イ ン 批判 は続き ,
ロ

ン ドン 塔 に送られ る者も い たが , 王 へ の 批 判が弱まる こ と はなか っ た ｡ そ れで
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も ジ ェ
ー ム ズ ー 世 はチ ャ

ー ル ズの ス ペ イ ン 王女と の庵婚問題 を厳 しい 官制の も

と に置 こうと試み た｡ 最終的に ジ ェ
ー ム ズ ー 世は16 2 2 年 8 月4 日 に ｢ 指令+ を

布告する こ と になる ｡

ジ ェ
ー ム ズ ー 世が ｢ 指令+ を発 す るまで の 経緯は以上 の 通りで ある が, 対外

的には大国ス ペ イ ン と の 絡み もあ っ た が, ジ ェ
ー ム ズ ー 世 は親ス ペ イ ン 的政策

により国内外 の 問題を
_

一

気に解決しようと計画して い た｡ こ の ような内憂外患

の 時代 に あ っ て 説教家の 立場 は非常に微妙であ っ た ｡

一 般市民を相手に た だ聖

書の 解釈を行い
, 王 の 機嫌 に触れな ければその 地位 は安泰で あ っ た｡ しか し微

妙な宗教上 の 問題や王 に関わ る問題を説教の テ
ー マ に選ぶ こと は説教家 にと っ

て は死活問題で あ っ

‾
た ｡ 実際王 が禁 じて い た外交問題 に触 れる こ と に よ っ て

,

投獄 さ れ た説教家 の 数は少なく は なか っ た ｡ 特 にチ ャ
ー ル ズ と ス ペ イ ン 王女と

の 結婚問題 は説教家 にと っ て はタ ブ ー であ っ た ｡ と こ ろが ピ ュ
ー リタ ン 説教家

は相変わらずチ ャ
ー ル ズ王子の 結婚を非難し続け, 結婚反対の パ ン フ レ ッ トや

本が密か に出回 っ て い た ｡ ジ ェ
ー ム ズ ー 世が ｢ 指令+ を公布 したの は説教家 に

王 の 政策 へ の 勝手な干渉を禁 じる ため で あ っ たが , その ｢ 指令+ は以下 の 6 点

から成 っ て い た｡

第1 条 : 説教家の 聖書釈義方法に つ い て の 制限が課され , 説教家が扱う内容 は

3 9 箇条と 2 巻の 公認説教書 に限定される ｡ 説教家 は39 箇条や 公認説教書を通読

し, 熟読する こ とを要求され るム

第2 条 : 日曜日と休日 の 午後に説教 は禁止 され る ｡ 説教家は , 日曜日 と休日 の

午後に は教義問答,
主 の 祈り, 使徒信経,

モ ー セ の 十戒に つ い て の み 説教が許

可 され る ｡ と りわ け子供達 へ の 教義問答 と教義問答の 項 目解説 に努め る こ と が

奨励される ｡

第3 条 : 説教家 は , 運命予定説, 神の 選び, 永罰, 神 の 恩寵 の 普遍 性, 効能,

抵抗, 不可抗力 の よう な難解な点に つ い て は説教ができ ず, それ らは学識者に

任せ られ る ｡

第4 条 : 説教 家は
, 君主の 権力, 特権, 支配権, 権限, 義務あ る い は 国家間題

や 君主と民衆と の 関係 に干渉 で きず, ｢ 信仰と良き生活+ の 二 項目 に だけ説教が
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で き る ｡

第5 条 : カ トリ ッ ク 教徒や ピ ュ
ー リ タ ン ヘ の 非難や 下品な罵倒 は禁止さ れる ｡

第 6 条 : 説教家 は
, 大主教や 主教か ら認可を受けなけれ ば説教を行えな い ｡ 司

法官, 役人 , 代理主教 は説教家 に認可を与え る こ と ができ ず, 説教家 は特別権

限委員会から認可を与えられ る ｡ しかもそ の 認可に は主教や主教管区か らの 推

薦が必要で カ ン タ ベ リ ー 大主教からの 認可 とイ ギリス 国璽の 下 の 承認が必要で

あ る ｡ こ の 指令 に違反する場合は主教 により役職停止 の 処分を受け, 主教が処

分不履行の 場合は管区 の 大主教 によ っ て
一

年と
一 日職務停止を受ける ｡ 最終的

な処罰 は ジ ェ
ー ム ズ ー 世自身が定め る ｡

｢ 指令+ L は, 以上 の よう に説教家 に対する説教内容の 制限 , 日曜日午後の 説教禁

止 , 教義問答の 奨励, 複雑な教義取り扱い 禁止 , 絶対王権 - の 介入禁止
,

カ ト

リ ッ ク教徒と ピ ュ
ー

リ タ ン へ の 非難禁止 と説教家 へ 厳し い 認可か ら成る ｡ こ の

｢ 指令+ は純粋 に宗教的動機か ら生 じた もの で あると いうが む しろ政治的色彩が

強く, それ は国家の 言論規制である と い っ て もよ い
｡ 現在の ような マ ス コ ミ 機

関が存在 しな い 時代に 説教家 は 一 般大衆に と っ て は重 要な情報源で あ っ たが ,

王 は国内外に おける 自らの 政策 へ の 批判を恐れて
, 説教家の 自由な発言を封じ

込め る作戦に打 っ て出た ｡ ｢ 指令+ により更な る絶対王政 の 強化を図り,
ジ ェ

ー

ム ズ
ー

世王朝の 安泰を目指したの である ｡ ｢ 指令+ 公布後ジ ェ
ー ム ズ ー

世 は｢ 指

令+ を 一

般大衆に対 して 説明し
, 擁護してくれる説教家を必要としたが

, その

大役を託された の が ダ ン であ っ た ｡ ダ ン50 才の ときで ある ｡ ダ ン の 説教は どの

ようなもの で あ っ たの か｡

ダ ン が ｢ 説教 家 の た め の 指令+ 擁護に 際し選 ん だ聖葦の 本文は 旧約聖書 の

｢ 土師記+ 5 章20 節
”

T h e y f o u g ht f r o m h e a v e n ; T h e st a r s i n th ei r
J
c o u r s e s f o u g h t

a g ai n st Si s e r a .

‖

( も ろ も ろ の 星 は 天 か ら戦 い に加 わ り, その 軌道か ら シセ ラ と

戦 っ た｡) で あ っ た｡ ダ ン は説教 を 二 部に分け, 前半で は本文の ｢解釈+ を行
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い
, 後半で 聖書本文の ｢説教+ - の ｢ 適応+ を試み る ｡ 聴衆 は い か に して ダ ン

が ジ ェ
ー ム ズ ー

世の ｢ 指令+ を擁護する か に興味を抱 い た に違 い か ､ が,
ダ ン

ははや る聴衆の 気持ち をおさえる ように本文の 解釈を行う｡ 説教方法と して は

当時の 説教方法を踏襲 したもの である ｡ ｢ 特別な事態の ため の 説教+ で は説教家

は最初 に説教 の 解釈, 次 ぎに それを ｢特別な事態+ に適応する の が普通であ っ

た ｡ それ で は ダ ン の 聖書本文 の解釈 は い か なる解釈で ある の か ｡

｢ 土 師記+ はイ ス ラ エ ル 人の カ ナ ン征服記で ある ｡ イ ス ラ エ ル 人 は度重 なる 主

の 前で の 悪により主 はイ ス ラ エ ル 人 をカ ナ ン の 王ヤ ビ ン の 手に売り渡 し, イ ス

ラ エ ル 人 は20 年間ヤ ビ ン の 圧 政 の 下 に あ っ た｡ しか し女予言者デ ポラが 立ち上

がり, 主 の 言葉 によりイ ス ラ エ ル 人軍 を激励 し
,

カ ナ ン 軍 の 将軍 シセ ラ を倒す

に至 る ｡ イ ス ラ エ ル 人 は主か ら見放された よう に思えるが , 主 は最後 に はイ ス

ラ エ ル人 を助け ,
カ ナ ン征服を可能 にする ｡

こ の 5 章20 節はその ような主か ら

の 援助に よりイ ス ラ エ ル 人が カ ナ ン 軍将軍,
シセ ラを倒した記念 にデ ポ ラが歌

う歌の
一

節であ る ｡ こ の 歌の 解釈は以下の 5 点に要約される ｡

(1) 神 は 時間をか8ナる が最後 に は神を信 じる 者 に神は 援助 の 手を差 し伸 べ

る ｡

(2) 神で はなくヤ エ ル がイ ス ラ エ ル 人 の 敵の ヤ ビ ン を殺害した ｡

( 3) 自ら進んで 神の 援助をする こ とが必要で ある ｡

(4) 自発的な神の 援助者は永遠に聖書に そめ名を留め られ , 逆に神 へ の 援助

を怠る者は神から非難を受ける ｡

( 5) 人 は神の 見えな い と こ ろ に行く こ と は で きず, 神 は い か なる こ とをも見

て おり, 神を援助 した者 に は絶えず神からの 報い が ある ｡

( 6 )

説教の 前半の 目的は, 神が自らの 仕事を怠る の で はな い か との 人々 の 心配と疑

い を取り除き , あ らゆ る点にお い て神の 大 義と栄光を援助した い と い う気持ち

を 人々 の 間に促すこ と であ る ｡

( 7 )
神 は人 々 を忘れ て い る よ うで あ るが, 決して

そうで はなく ,
い ずれ は援助の 手を差 し伸 べ てく れる ｡

こ れは カ ナ ン を征服す

るイ ス ラ エ ル 人 へ の神 の 対応 に は っ きりと 見られ る ｡ イ ス ラ エ ル 人の 神 へ の 悪
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にも かかわ らず神 はイ ス ラ エ ル 人 を完全 に見捨て る こと は せず , 最終的に はイ

ス ラ エ ル 人に勝利を与えた占 ダ ン は｢神は 時間をかけるが多くの こと を行う+
( 8 )

と再三 こ の こ と に言及する ｡ 神が時間をかけたが多くを成し遂げた格好の 例が

ヤ エ ル に よ る シセ ラ殺害で あ る ｡ 人 々 は神の 即座 の 行動を期待するが , 神 はそ

うはしな い の で
, 人々 は神 ヘ の 不信感を強める ｡ しか し

, 神は い ずれは神を侶

ずる 人達の ため に立ち 上がり, 助けてくれ る ｡ シセ ラ殺害で 最も驚く べ き こ と

は
,

シ セ ラ殺害を
‾
行うの は神で はなく, 名もな い 女性ヤ エ ル であ ると いう こ と

である ｡ 神 は直接自らの 手を下すこ と はせ ず,
い わば第三者ヤ エ ル が神 の 代理

と して シセ ラ を殺害する ｡ こ れ は何を意味して い る の か ｡ ダ ン は ｢ 神 は ほと ん

ど人を使わ な い で 多く の こ と を行う+
( 9 )

と 言う が
, 神 は必 ず しも大軍をも っ

■
て

行動する と は限 らな い
｡ シ セ ラ はイ ス ラ エ ル 人 と の 戦 い で敗走 し, 砂漠 に住む

ヤ エ ル の 天幕 に 隠れ るが, ヤ エ ル は熟睡 して い る シ セ ラ の こ め かみ にく ぎ打

ち, 彼を殺害する ｡ そ れを祝福したデ ポラ と バ ラク の 歌は何を伝えたか っ たの

か ｡ それは神の 力と目的を信 じようと しな い イ ス ラ エ ル 人 に神が ｢弱く予期せ

ぬ 手段+ に よ っ て与え た驚く べ き救出である ｡

(10)イ ス ラ エ ル人 は神 へ の 反逆と懇

願を繰り返し続け, カ ナ ン征服 へ 至 る ｡ ダ ン が ｢ 土 師記+ 5 章2 0 節の 解釈で 言

い た か っ た こ と は , 神 の 意志, 意 図の 成就に は名もな い 無力な人 の 援助があ っ

て初め て 可能に なる と い う こ とで あり, それを示 してくれ たの が ヤ エ ル によ る

シセ ラ殺害であ っ た｡ ダ ン がとりわけ強調したか っ たの は神 は直接手を下 さな

くて も ｢弱 い 手段+ に よ り大きな仕事を行うと い う こ と で あ る ｡

(l l)
神 は ｢ 完全

に , 直ち に
,

･

驚くほ どに, 奇跡的に, 自ら+ その 目的を果た すが ,

■
しか し, 柿

は援助を求め る こ とも ある ｡ シセ ラ殺害の場合峠ヤ エ ル が 自発 的に シセ ラを殺

害 したが , 自ら進 んで 神の 目的達成 ヘ の 援助者と なる人 に対 して神 はそ の 報 い

と して 聖書 にそ の 名を記録され る栄光を与えて くれる ｡

(12)
だか ら神に対 して は

進ん で 援助の 手を差 し伸 べ よ , と言うの で ある ｡

(13)
神 の 意志 に先ん じて , 神を

援助する者 はデ ポラ の 歌に歌われる ｡ 逆 にヤ エ ル と異なり, 自発的に神を手助

けしなか っ たル ベ ン や ダ ン は神か ら激 しい 非難を受ける ｡

(14)
神 で は なく自己の

力 へ
■
の 過信, 網 に犠牲を捧げた カ ル デ ヤ人 , 身の 安全を自らの 知恵や力の せ い

に したりする こと が神 の 計画 - の 援助を遅 らせ る ｡ それが シ セ ラと の 戦 い の 際

0 6
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ー ム ズ ー 世の ｢ 説教家の ための指令+ とジ ョ ン

･

ダン の説教㊥

に ル ベ ン を蒔謄 させ た原因で もあ っ た｡ ル ベ ン 同様 , 神 へ の 絶対的な信頼より

は自己の 力を信 じて い た ダン は神か ら離反して い たと言わ ざるえな い ｡ 神は大

きな力を有し, 人間が成 しえな い 大きな こ とを行う こ とがで き る ｡ それに比 べ

れば人間 は余りにも弱 い
｡ しか しそ の 弱い 人間でも自ら進ん で 身を投げ打 つ こ

と により神を助ける こと がで きる ｡ 何 よりも神にと っ て 喜ば しい こ と は その よ

うな無力な人間が進ん で神 の 意志実現に協力を惜 しま な い と い う こ と で ある ｡

それを怠 っ た の が ル ベ ン ヰダ ン で あ っ た ｡ 神 へ の 自発 的な協力を惜 しまず, 己

を捨て て神 にす べ てを投げ打 つ
, それがヤ エ ル で あ っ た ｡ ダ ン は, 神が ｢ 弱 い

手段+ で 大きな こ とを行 っ た こ と へ の 驚嘆の 念を こ の よう に表す｡ で は
, なぜ

無名の 人間が神 の ために戟うの か ｡ それ は, 神は こ の 世に おける無秩序の 状態

を嫌うか らである ｡ 来世 で の 永遠の 平和 の 先駆 けとなる現 世 にお ける平和は来

世で の 平和 の た め に は絶対に不可欠で あ る ｡

P e a c e i n thi s w o rld , i s a p r eti o u s E a m e s t , a n d a f ai r e a n d l o v el y Ty p e of th e

e v e rl a stl n g P e a c e O f th e w o rld t o c o m e : A n d w a r r e i n thi s w o rld
,
i s a sh r e w d a n d

f e ar ef ull E m bl e m of th e e v e rl a stl n g di s c o rd a n d t u m ult , a n d t o rm e n t o f t h e w o rld t o

c o m e : A n d t h e r ef o r e
,

o u r Bl e s s e d G o d
,
bl e s s e u s w ith thi s e x t e r n all

,
a n d thi s i nt e rn all

,

a n d m a k e th at l e a d u s t o a n e t e m all p e a c e ･

(1 5)

こ れは多分に三 十年戦争 にこ掛ナる新 旧教徒 の 戦 い にも言及 して い る
一

節である

が , 神 は現世 にお ける争 い ごとを好まな い
｡ イ ス ラ エ ル 人 が シセ ラ と の 戦 い で

勝利を収め たの は神が現世で の 争 い を良しと しなか っ たか らである ｡ ダ ン は
,

｢ 土師記+ 5 章20 節の 解釈を(1)神 は時間をか けるが最後に は神を信 じる 者を助け

てくれる ｡ ( 2)神 で は なくヤ エ ル がイ ス ラ エ ル 人 の 敵の ヤ ビ ン を殺害した ｡ (3)自

発的な神 の 援助者は永遠 に聖 書にそ の名を留め られ, 逆に神 へ の 援助を怠る者

は神か ら非難を受ける
,

の 三 点を中心 に論を進 め る ｡ ダ ン の 説教の前半は, 言

うなれば神 の 行う こ と に は進ん で協力をせ よ , と の 訴えである ｡ それが結果と

して神か らの 報 い を受 け, 神 の 書に 永遠 の そ の 名を留め る こ と に なる の であ

る ｡
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ダ ン は, 説教 の 序文 に付 した書簡で ｢ 説教の 前半, 聖書本文の 解釈 に関 して ,

説教家と して の 私 の 職業と 良心 は , 聖霊 の 意図 どおりに私が話 した こ とを十分

に保証 して い る+
(16)

と述 べ て い る ｡ ｢ 土 師記+ の こ れま で の 解釈 は聴衆が十分理

解で きる ほ どの解釈 で , 何ら問題はな い
｡ ｢ 士 師記+ の 本文は ｢奇異で+ あ ると

評したもの も い る が, 解釈自体は奇異をて らしたもの は な い ｡ 問題 は説教の 後

半セある ｡ 上 記の 書簡 でダ ン は ｢ 説教の 後半, 聖書本文の 適応 に関 して は, そ

れは私が 陛下 の 意図 どおり に話 した こ とを十分 に保証 して い る+
(1 7) と適応 に言

及 して い る ｡ 説教 の 後半で の ｢ 適応+ は実 際 どの よう に行わ れ て い る か ｡

説教の 後半 は
, ｢ 土 師記+ 5 章20 節 の ｢ 指令+ - の 適応 で ある と ダ ン は述 べ て

い る にもかかわ らず, 期待はずれの 感が強 い ｡ な ぜな ら後半で は ダ ン は ジ ェ
ー

ム ズ ー

世を賞賛しつ つ ｢ 指令+ で 王が規定した説薮の 内容と教義問答の 重要性,

｢ 指令+ フうミ新規か否か の 問題に つ い て論 じ, 前半の ｢ 土 師記+ 解釈と後半におけ

る ｢指令+ へ の 適応 に関 して は満足 の い くも の と な っ て い な い か らで あ る ｡

ジ ェ
ー ム ズ ー

世 へ の 反 ｢指令+ 派説教家の 抵抗 を ｢世俗的な戦 い+ で は なく,

｢ 霊 的な戦 い+ と し,

. その 戟 い の 準備は ｢ 君主 ,
､
役人 , 裁判官, 商人+ と い っ た

人 々 に よ.る の で はなく , イ エ ス ･ キ リ ス ト の 福音 と その 説教 に よ っ て 行 わ れ る

こ と
, 戦 い 維持 の た め に神は説教家を ｢ 星+ と した こと

, 及び説教家 は秩序正

しく, ｢ 指令+ に従 っ て 戟 わ ねばな らない こ と が述 べ られ る ｡

(18)
ジ ェ

ー ム ズ ニ

世

の ｢ 指令+ フう言説教家 へ の 指令あ っ た こ とを考え れ ばダ ン が ｢指令+ 論争の 中心

に説教 と説教家を置 い た の は当然 で ある ｡ ダ ン は,
シセ ラ を ｢誤り+ と解釈 し,

その 誤りと戦う の が説教家である とする ｡

(19)
こ の ｢ 誤り+ とは ｢ 指令+ に異論を

唱える説教家の ｢誤り+ であ る ｡ ダ ン は, ｢ 指令+ を支持する 説教家を キリ
･

ス

ト, ｢ 真 理+ , ｢ 誠実+ と許 し, ｢ 指令+ に 反対する 説教 家 を ｢ 悪 魔+ , ｢ 虚偽+ ,

｢ 偶像崇拝+ と し, ジ ェ
ー ム ズ ー

世に従う者は絶対的に正 しい こ とを示唆する ｡

｢ 指令+ 論争は い わ ば ｢内乱+ で あり, ｢ 反乱+ で もある ｡ ｢ 指令+ に対する賛否

両論者は和解 はで き な い と悲観的な見解を ダ ン は述べ るが , ｢ 指令+ 反対者に対

◎8
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ー ム ズ ー 世の ｢ 説教家の ための指令+ とジ ョ ン ･

ダ ン の説教㊥

して ダ ン は妥協を許さな い
｡ ｢ 指令+ 論争は ｢神 の 言葉+ と ｢ 人間の 意志+ と の

間の 戦 い でもあり, ジ ェ
ー ム ズ ー 世の ｢ 指令+ は神の 言葉 にも匹敵すると言 い

,

ジ ェ
ー ム ズ ー

世 - の 賞賛を忘れる こ とはな い
｡ 和解で きな い 事に お い て 平和を

申し入 れる こ と に は断固と■して拒否す べ きで あり, その ような者 へ の 戦 い を神

を あお っ て い る と い う ｡

(20)
｢ 指令+ 論争 には神か ら援助が ある ｡

こ れほ どの 王 へ

の 援護はな い ｡ ダ ン は
, 更に ｢ 指令+ 論争に おける神か らの 布告は説教である

,

と言う｡ 説教の 後半で ダ ン は説教の 重 要性を幾度も指摘する ｡

P r e a c hi n g th e n b ei n g G o d s O rdi n a n c e
,
t o b e g et F aith

,
t o t ak e a w ay p r e a c hi n g ,

w e r e t o

di s ar m e G o d , a n d t o q u e n c h th e spi ri t; f o r b y t h at O rdi n a n c e
,
h e jig h t sノね m h e a v e n ･

(2 1'

説教 は信仰を生 むため の神の 布告で ある ｡ 説教を奪 い 去る こと は神か ら武器を

奪 い
, 霊 を消すこ とで あり, 説教なく して 人 々 を神 へ と向ける こ と はで き な い

｡

説教と信仰は不可分の 関係に あり, 信仰は説教か ら生み 出さ咋る ｡ だか らダ ン

は パ ウ ロ の ｢ も し福音を宣べ 伝えな い なら,
わ た しは災 い で ある+ をわ ざわ ざ

援用 し
(22)

, 説教が キリ ス ト教 にと っ て い か に重要なも の で ある かもを説くの で

ある ｡ ジ ェ
ー ム ズ ー

世 は確か に説教家 に対 し, 様々 な制限を付与 して い た が,

そ れは決 して説教家に説教を禁止 したの で は な い ｡ 説教家が扱う べ き内容は3 9

箇条と 2 巻 の 公 認 説教集 に記 され て お り, そ れ を説教すれ ば よ い の で あ る ｡

｢ 指令+ は , 言論自由の 剥奪と批判さ れるが ,
ジ ェ

ー ム ズ ー

世か らすれば説教家

は本来は 国の 政治問題 に干渉すべ きで な い ｡ 説教家 には説教家にふ さわ し任務

がり, それに こ そ説教家 は専念すべ き なの である ｡ ダ ン が パ ウ ロ に大きな関心

を寄せ る の は パ ウ ロ が異教徒 にキリ ス トに よ る救済を説 い て い るか ら に他な ら

な い ｡ 説教家が本来の 務め を果たす限りに お い て 説教家は説教 を行う こ とがで

き る ｡

B u t G o d h ath pl a c
'

d u s i n a C h w ch
,

a n d u n d e r a H e a d of th e C h w c h ,
w h e r e n o n e a r e

sil e n c
'

d , n o r di s c o u n t e n a n c
l

d ,
if b ei n g st a r r s

,
c all e d t o th e M in ist e Ty Of th e G o s p ell ,

a n d ap p oi n t ed t o j言g h t
,
t o p r e a ch th e r e , th e y fig h t w ithi n th e di s cipli n e a n d li mi ts of
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thi s T e x t
,

… ･ c o n t ei n l n g t h e m s el v e s i n O rd e r
.

(23)

｢ 土 師記+ 5 章20 節解釈と して ダ ン が挙げた 中に ｢ 霊 的な戦 い+ の 準備と し て

｢ イ エ ス ･ キリ ス トの 福音+ と説教家の 秩序正 しい ｢ 指令+ に従 っ た戦 い があ っ

た が , 上 の 引用 に お い ても ダ ン は ｢ 秩序正 しく, 自制する範囲で戟う限り, 誰

も沈黙 させ られる こ と はな い+ と言う｡ ジ ェ
ー ム ズ ー

世 の ｢ 指令+ 通りに行動

する こ と は秩序を守る こ とであり, その とき に は 説教家 は声を大に して説教を

行う こ と が で き る ｡ ダ ン は しきり に ｢秩序正 しく, 整然 と+ と いう表現を使う

が , そ れ は説教家 の ジ ェ
ー ム ズ ー

世 の ｢ 指令+ へ の 服従 を示 して い る ｡ 王 の

｢ 指令+ に従わな い 説教家 は社会 に混乱を起 こす限りに お い て ｢ 秩序正 しく, 塞

然と+ 行動 して い る と は言え か ､
｡ ダ ン峠あくま でもジ ェ

ー ム ズ ー

世 - の服従

に よ っ てイ ギリ ス の 秩序は維持される と考える ｡ 秩序の 重要性を訴え, 秩序 の

な い 説教 は暴徒と化 した軍隊と 同 じで , 良きキリ ス ト教徒 の 教化 に資する こ と

はなv
l
､

｡

(24' また秩序正 し い 説教がな い と信仰は い い かげん にな るとも言う｡

(2 5)
ダ

ン は蔑度も ･｢秩序正 しい
, 整然と した説教+ を強調する が, それは説教家の 社

会的影響力を考えて の こ とであ る ｡ この ｢ 秩序正 しい
, 整然と した説教+ も実

は ｢指令+ と密接 に関わる重要な問題 点で あ っ た｡ ｢ 指令+ の 第
一 の 目的は説教

家の ｢指令+ 遵守であ る ｡ そ の 遵守なく してイ ギリス 社会の 秩序はありえな い
｡

だ か ら ｢ 疑い 深 く, 猶疑心を も っ て+ 説教する者は身を引かね ばな らな い の で

あ る ｡

( 2 6)
ダ ン は こ こ で神と教 会に よ っ て秩序が もた らさ られる と考える ｡ 森羅

万 象に秩序をもた らしたの は神で ある ｡ ｢ 秩序正 しい
, 整然と した説教+ を行わ

な い 説教家は神の 秩序 - の破壊をもたらす｡ 神が マ ク ロ 的な秩序創造者で ある

とすれ ば,

.
ミ ク ロ 的な秩序創造者は教会である ｡ そしてそ の ミ ク ロ 的秩序創造

者 の 長かイ ギリ ス の 場合 は
”

th e R o y all a n d r eligi o u s H e a d of th e s e C h w c h e s
- I(27)

た

る ジ ェ
ー ム ズ ー

世である ｡ 政治 ･ 宗教の 長たる ジ ェ
ー ム ズ ー 世 へ の 服従 は神 の

秩序を守る こ と を意味する ｡ 説教家は王を批判する こ と に よ っ て で は なく ,
王

の ｢ 指令+ を遵守する こ とに よ っ て 国家の 安定に大きな寄与がで き る ｡ 絶対王

権に 固執する 王 にと っ て王 へ の 不服従 は考え られな い ｡ 説教 にお ける ダ ン の 王

擁護の 姿勢 は こ れで 終 わ る の で は な い
｡ 次 ぎに王か発 した ｢ 指令+ は 新規の
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｢ 指令+ で ある の か の 論と ｢指令+ の 条項擁護 - 論が移 っ て い く｡

｢ 指令+ 擁護 の 第二 点は, ｢ 指令+ が歴史上類を見な い 新規な ｢ 指令+ で ある の

かと い う こと で ある ｡ ダ ン は ,
ジ ェ

ー ム ズ
ー

世が160 7 年 に 息誓の 誓 い を発 し

たときにも, 息誓の 誓 い は新 しい もの で は なく, 過去 に先例があ っ たと言 っ

て い たが , ｢ 指令+ 擁護の 場合も同様な論法を使用 し, ｢ 指令+ に は前例がある

と主張する ｡ ダン はカ ー ル 大帝の 令集がジ ェ
ー ム ズ ー

世の 場合に適応で きる と

い う｡

(28)
カ ー ル 大帝は説教家が 主 の 祈りを説教する こ と及び説教家は自分の 見

解を述 べ て は な らな い よう に令集 で規 定して い る ｡ ある い は エ リ ザ ベ ス 女王 に

関して も , 女王 は説教 家が教義問題 に干渉す る こ と こと に反対 したが , それ は

女王が自 らを
‖

I u d g e of t b e D o ct d n e s
--

と した の で は なく, 以前 に宣言さ れて い

な い もの は何も国教会の 主義や教義と宣言され る べ き で は な い と考えて い たか

らであ る ｡

(2 9)
ジ ェ

ー ム ズ ー

世 が行 っ た こ と同 じ こ と を エ リ ザ ベ ス 女王 は行 っ て

おり; 王 の ｢ 指令+ に は前例 があ る
(3 0)I

.

･

ジ ェ
ー ム ズ ー 世は ,

ユ ダヤ の 諸王, キ

リ ス ト教皇帝, イ ギリ ス の 諸王,
p エ リ ザ ベ ス 女王 の 先例 に従 っ て い る だけで ,

何 ら新 しい こ と は行 っ て い な い ｡ ジ ェ
ー ム ズ ー

世は説教をキリス ト教初期の 時

代 に説教方法に近 づ けて い る にすぎな い
｡ ダ ン は

, ｢ 指令+
.

で ジ ェ
ー ム ズ ー

世 は

過去の 中 に同様 の 例を見 い だ し, それ に よ っ て ジ ェ
ー ム ズ ー 世 の ｢ 指令+ を擁

護する ｡ ｢ 指令+ は国の 平和 , 秩序が 乱され る 場合 に は 当然の 指令 であ っ て,

ジ ェ
ー ム ズ ー

世 に は何も責め られ る べ きもの は な い ｡ ジ ェ
ー ム ズ ー

世 は ｢ い か

に して 説教家は聖職者と して の彼 らの 任務に お い て振る 舞う べ き か+ を説教家

に要求して い る だけである ｡ で は, 説教家の 本来の任務と は何か ｡ それは救済

の 神で ある キリ ス トの 福音を人 々 に説教する こ とで ある ｡ 説教は救済に 関する

事を人 々 に知らせ る こ とで あ る ｡ とすれば説教家が 国事 に干渉する こ と は説教

家の 本来の 任務を著 しく逸脱 した行為と言え よう｡ ジ ェ
ー ム ズ ー 世 の ｢ 指令+

を擁護する ダ ン は こ の よう に説教家は本来の 任務 に専念す べ き だと述 べ る ｡
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T b s o a r e i n p o y n t s t o o d e ep ,
T b m u st e r u p t h ei r o w n e R e a di n g ,

T b di spl a y t h ei r o w n e

W it
,

o r lg n o r a n c e i n m e dli n g w ith C i vill m att e r , o r … i n r u d e a n d u n d e c e n t r e vili n g of

p e r s o n s : thi s i s th at w hi c h h ath d r a w e n d o w n e hi s M aj e sti e s p e lr C l n g E y e t o s e e it
,

a n d hi s R o y all c a r e t o c o r r e ct it ･

(3 1)

こ の
一

節は ｢ 指令+ 第3 条,
4 条を念頭 に お い て い る ｡ 説教家が非常 に難解 な

宗教問題で
一

般人か らかけ離れたり, 学識を集め
, 機知を誇示 し, また は国事

へ の 干渉や個 人 へ の 無礼な, 慎み の な い の の しりの なか で 無知を表したりする

場合 は王 は それを改め る の で ある ｡ こ れらは み な説教家が本来行う べ き道から

かけ離れたこ とが らであり, ｢ 指令+ で ジ ェ
ー ム ズ ー 世が言及して い た こ とで あ

る ｡ ジ ェ
ー ム ズ ー

世か らすれ ば説教家は , 救済に 必要な知識 の 源泉で ある教義

問答集, 3 9 箇条, 2 巻の 公認説教集 に専念 しさえすれ ばよ い の であ る ｡ こ れら

の うち教義問答 の 奨励 に つ い て ダ ン は それ に は先例 が ある と述 べ る ｡ o rig e n
,

A n g u sti n e
,
A t h a n a si u s

,
C hry s o st o m 等の 原始教会, ある い は1 6 世紀 の ジ ュ ズイ ッ

トも教義問答め重要性を指摘 し, それ を実践 してJ - る ｡ ある ジ ュ ズイ ッ トは

｢我 々 ジ ュ ズイ ッ ト は教義問答を我らの 職業とする+ とか｢ キリ ス ト自身の 説教

は教義問答であ っ た+ とさえ言 っ て い る ｡ ま た ロ ー マ カ トリ. ッ ク教会で すらト

レ ン ト公会議で ｢ 日曜日と休日に説教家は午前たは説教を午後 に は教義問答を

す べ きで ある+ と明記して∨､ る ｡ 英国国教 会の場合は ｢祈祷書+ の なか の教義

問答が ジ ェ
ー ム ズ ー 世 の 言う教義問答 に該当する が

, 教義問答の そもそも の 目

的は キリ ス ト教 に つ い て の 初歩的な知識 の 教えで ある ｡ キリ ス ト教徒 に最も必

要なの は救済で ある ｡ そ の 基盤が教義問答 にある ｡ しか し我々 は教義問答 に満

足 して は い けな い ｡

キリ ス ト教 の 必要 な知識 の 基盤が教義問答 にあ る とすれ ば その ｢ 拡張+ は39

箇条に ある ｡ ジ ェ
ー ム ズ ー

世は ｢ 指令+ の 第1 条 で 説教家が扱う内容を39 箇条

と 2 巻の 公認説教集と規定して い たが
,

ジ ェ
ー ム ズ ー 世の 指令に そ っ て ダン は

3 9 箇条に言及する ｡ なぜ3 9 箇条が説教家の 扱う内容 にふ さ わしい の か ｡ それ が

キリ ス ト教 へ の 理解と有能な人 の キリ ス ト教 - の 熱意を ｢ 高く+ , ｢ 深く+ 進め

てくれる か らで ある ｡ 3 9 箇条の 正 し い 理解 は また, 英国国教会以外の 宗教の 誤
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ー

世の ｢ 説教家の ための指令+ とジ ョ ン ･

ダン の説教㊥

謬を是正する ｡ 説教の 内容が39 箇条に制限された こ と は説教内容の 減少をもた

･らすの で はなく, 逆 に ｢ イ ギ リ ス 国民が プ ロ テ ス タ ン ト宗教す べ て の 項目 にお

い て鍛 えられ る+ の で ある ｡

キリ ス ト教の 基盤が教義問答に あり , その 進展と拡張は3 9 箇条 にあり, そ し

て聴衆 へ の そ の 適応 は 2 巻の 公認説教集にあ る ｡ たとえば39 箇条第6 条は ｢救

い の ため に聖書 は充全である こ こ と に つ い て+ で あり, 聖書に は救 い に必要な

すべ て が善か れて い る と ダン は言う｡ 公認説教集第1 巻 1 粂は- ｢ 聖書を読む こ

と へ の 有益な勧 め+ で あり. , そ こ で もや はり聖書の 救い に関して の 充全性が善

かれて い るが ,
39 箇条よりは より詳細 に書か れ, ｢ 聖書に は我々 が何を なす べ き

か, 何を避ける べ きか, 何を信ず べ きか, 何を愛すべ きか, そして神の 手か ら

何 を捜す べ き か が 充分 に含 ま れ て い る ｡+
(32)

3 9 箇条 の
一 節 よ り は る か に 詳細 に

説明が なされて い る ｡ ダ ン は
, ｢ 適応+ と言 っ て い るが ,

39 箇条の 詳細な る説明

と 言 っ た ほうが理 解 しや す い
｡ ダ ン に よ れ ばそれ は たぶ ん に聖 書を軽視 した

ロ ー マ カ トリ ッ ク教会に対する意図もあ っ た｡ ダ ン の 反 ロ
ー

マ 的態度は偶像崇

拝に つ い て も言え よう｡ 公認説教 集第2 巻第2 条に｢ 偶像崇拝の 危険に対 して+

がある が ,
こ れ に つ い て は3 9 箇条で は ただ公認説教 集第2 巻第2 条に触れて い

る だ けで
, 詳 しく述 べ て は い な い ｡ と こ ろ が公認 説教 集第2 巻第2 条で は 三 部

に分けて偶像崇拝の 危険に つ い て 説明して い る ｡ 3 9 箇条で の 簡単な項目が公 認

説教集で は詳細な説明 となっ ており , それ故 に ジ ェ
ー ム ズ ー

世 は公認説教集の

重要性を指摘 し, 説教家に対 して それを扱うよう に指示する の で ある ｡

ジ ェ
ー ム ズ

ー

世が特に強調 した教 義問答,
3 9 箇条, 公認説教集には キリ ス ト

教徒が学ぶ べ き事項が記さ れて い る ｡ キリス ト教徒にと っ て い か に して神か ら

救済される かが究極 の 目標となる ｡ それが上記三 善に記されて おり, そ れを 一

般 人 に説くの が説教家の 務め で あ る ｡ ジ ェ
ー ム ズ ー

世が ｢ 指令+ で 説教家 へ 指

令 した内容そ の まま を ダ ン は 説教後半で 取り扱 い
, それ を擁護する ｡ ｢ 指令+

は, キ リ ス ト教徒と して純粋 な心情の 現 れ で あ っ た とジ ェ
ー ム ズ ー 世は確信 し

て い た ｡ だか ら ジ ェ
ー ム ズ

ー

世 は , ｢ 正当な理由の ある ｢指令+ は絶対的な服従

に より受け入 れられ るだ ろう+
(33) と明言して い る の で あ る ｡ と こ ろが ｢指令+ が

公布さ れる や , 国内で は ｢指令+ を歪 曲する 者が現 れた ｡ 彼 ら は ｢ 指令+ は ,
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説教 の 実践を制限 し, その 数を減ら し, 無知や盲信 へ 風穴を開けると して ｢指

令+ を批判した｡ また
, 説教 の 実践に 関しても, 無礼な, 不適当な個人 へ の 中

傷がな い か ぎり, むし ろ王は推奨して い る の で , 説教実践 へ の 批判 は正 し い と

は言えな い
｡ む しろ ｢ 指令+ は ｢ 神 の 真理 に対する王 の 変わら ざる熱意の 意味

深 い 証拠+
(3 4)

で あ る ｡ 説教 の 実践や 説教数減少 へ の 批 判に対 して , ジ ェ
ー ム ズ

ー

世 は｢ 内容の ある説教+ や｢ 思慮深く宗教心 に富む説教家+
`3 5'

を 阻止 したり, 読

教を減らしたり した こ と は決して なか っ たと い う ｡ むしろ ｢ 指令+ の おかげで

教義問答が増え る の で ある ｡ だ か ら ｢ 指令+ に よ っ て説教 の 減少 は生 ぜず, 逆

に有益な説教や
一

般人 の 教化 へ 説教家を差し向ける こ と にな る の で ある ｡

ダ ン は ｢ 指令+ の 条項 の うち,
.

教義問答 の 奨励 , 複雑な教義取り扱 い 禁止 ,

カ トリ ック教徒 と ピi -

リ タ ン へ の 非難禁止 を取り上 げて ｢指令+ を支持 し
,

ジ ェ
ー ム ズ ー 世を擁護する姿勢をは っ

'

きりと示 して い る ｡ ｢ 指令+ の 他の 条項 ,

日曜日の 午後の 説教禁止 王 の 絶対性 説教家 の厳 し い 認可 に つ い て ダ ン は触れ

て は い な い ｡ ジ ェ
ー ム ズ ー

世と して は ｢ 王 の 絶対性+ に つ い て は是非論 じて も

らい たか っ た に違 い な い が,
どう い うわけか ダン はそれ に は言及 しな い ｡ ダ ン

は説教 の 序文で バ ッ キ ン ガム 侯爵ジ ョ
ー ジ なる 人物 へ の 献呈 書簡で説教の 前半

は聖書本文の 解釈, 後半で は聖書本文の 適応を論ずる と明言して い る ｡

(36)
説教

の 前半で の ｢ 土師記5 章2 0 節+ の 解釈 に関して は本論でも論 じたように ダ ン は

充分すぎる ほ ど ｢ 解釈+ に ス ペ ー ス を割い て い る ｡ しかし後半の ｢ 適応+ に つ

い て は十分とは 言えな い
｡ ダ ン の 説教の 構成 は( 1)聖書テ キス ト解釈(2) ｢ 説教家

へ の 指令+‾条項 の 部分的擁護で あり, ｢ 適応+ に関 して ダ ン は ｢ 土 師記 5 章20

節+ の ｢ 指令+ - の 適応 は行 っ て い な い こ とが 理解 でき る ｡

なぜ聴衆は ダ ン の 説教 に満足 感を示さなか っ たの か｡ 聴衆 の不満もダ ン 自身

の 不満も実 は聖書 の ｢指令+ へ の 適応 の 不十分さにあ っ たと考える こ とが でき

る ｡ ダ ン が 特別 な 事態 を扱 っ た 説教 で の 聖 書 の 事態 へ の 適応 は
, 例え ば ,

ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民 説教や火 薬陰謀記念説教 にお い て も, 非常に適切で説得力あ
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る 適応 と な っ て い る ｡ 聴衆の 感情を最高に盛り上 げる レトリ ッ ク を ダ ン は わき

まえて い た｡ と こ ろが ｢指令+ 説教で は , ダ ン の ト ー ン はそれ ほ どヴ オ ル テ
-

ジ は上 が らな い
｡ と い う こ とは ダ ン 自身の ｢指令+ へ の 関心 がそれ ほ

■
ど強くは

なか っ たと の 印象を受け ざる をえな い ｡ ダ ン は ジ ェ
ー ム ズ ー

世の 政策に完全 に

賛成の 意思を示して は い な い の で な い か ｡ ダ ン は王 からの 要請を受けて説教を

行 っ たが
, 彼は本心か ら ｢指令+ を擁護する気 に はなれ なか っ たの で はな い か ｡

そ の よう なダ ン の 熱意の なさが ｢ 指令+ 説教に現れて い る と考える こ と がで き

よう ｡ 英国国教会の 説教家が ジ ェ
ー ム ズ ー

世に 反旗を翻すこ と は許されな い ｡

説教家 は自分の 意志に 反しながらもジ ェ
ー ム ズ ー 世擁護の 説教を行わ かナれば

な らな い とき がある ｡ そ れが ダ ン の ｢ 指令+ 説教 であ っ た｡ 説教家 の 中 に は

ジ ェ
ー ム ズ ー 世 に嫡 へ つ ら い

, 自己 の 信念 と は裏腹 の 説教を行 い
,

ジ ェ
ー ム ズ

ー 世か ら歓 心 を 買お うと し た 説教家も い た で あ ろ う｡ ダ ン の 場合 , 露骨な

ジ ェ
ー ム ズ ー 世 へ の 嫡 へ つ ら い とまで は い かな い

｡ セ ン トポ ー ル ズ ク ロ ス に集

ま っ た聴衆か ら不満を買い
, ダ ン 自身にも満足 した話 しぶ りで はなか っ た と い

う報告は何よりも説教前半で の ｢ 土 師記+ 解釈と後半に おける ｢ 適応+ と の 問

の ア ン バ ラ ン ス の ため で あ っ た｡

ダン は, ｢ 土 師記+ の 解釈と して, ｢ もろ もろ の 星+ を ｢ 説教家+ ,
シ セ ラ を

｢ 誤り+ ,
シセ ラ と の 戦 い を ｢ 霊 的な戦い+ で ある と した｡ その 戟い で は キリ ス

トの 福音と説教が武器で ある こ と ,_
そ して 説教家は ｢秩序正 しく+ 戦 わねばな

らな い
,
と説い た ｡ 確か に ダ ン は ｢ 指令+ の 条項を取り上 げ王 を擁護 して い る ｡

しか し, 聴衆が聞きた か っ た の は い か に して ダ ン が聖書の 本文を｢特殊な事態+

に適応 するか で あ っ て
,

い わば聖書を盾に した ｢指令+ の 擁護を開き た か っ た

の で あ る ｡ 何か 事態が ある と そ の 先例を聖書に求め
, 聖 書か らそれを正当化す

る ｡ そ の 説教方法は 聴衆に 安堵感を与える ｡ 説教の も つ 意義は そ こ に あ っ た｡

と こ ろ が ダ ン は , ｢ 指令+ 擁護に際し, その 適応 を実践 しな い
｡ なぜ ダ ン は ス ト

レ ー トに聖書の 適応を考えなか っ たの か｡ 前半で の ダン の 解釈からすれば, 柿

- ヤ エ ル ー

シ セ ラ ,
ル ベ ン と ダ ン

, そして より広 い コ ン テ キス トで はイ ス ラ エ

ル 人と カ ナ ン 人,
と い う図式が浮か び上が っ てく る ｡ 神 の 選民 で あるイ ス ラ エ

ル 人と敵対する カ ナ ン 人 , シ セ ラ を殺害する こ と によ りイ ス ラ エ ルをカ ナ ン 人
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か ら解放したヤ エ ル
, 神 に協力しなか っ た ル ベ ン と ダ ン

,
こ れ らが ｢指令+ に

適応されれ ば どうなる か ｡ 神
- ヤ エ ル ー

シ セ ラ は ジ ェ
ー ム ズ ー 世 - ジ ェ

ー ム ズ

ー

世擁護説教家
一

反 ジ ェ
ー ム ズ ∵ 世説教家と なり,

ル ベ ン と ダ ン も反 ジ 土 - ム

ズ ー 世説教家と なる し, イ ス ラ エ ル とカ ナ ン 人もイ ギリ ス と反 ジ ェ
ー ム ズ ー

世

説教家となる ｡ ま た
, ｢ 土 師記+ の 解釈で挙げた(1)神は 時間をかけるが最後に は

神を信 じる者 に神 は援助の 手を差 し伸 べ る ｡ (2)神で は なくヤ エ ル がイ ス ラ エ ル

人 の敵の ヤ ビ ン を殺害した｡ (3)自ら進ん で神を援助する ｡ (4)自発的な神 の 援助

者は永遠 に聖書 にそ の 名を留め られ, 逆 に神 へ の 援助を怠る者は神か ら非難を

受ける ｡ ( 5) 人は神の 見 えな い と こ ろ に行く こ と は できず, 神は い か なる こ とを

も見て お り, 神を援助 した者に は絶えず神か らの 報 い があ る , か らは ｢ 士 師記+

で の 神の 行為が ジ ェ
ー ム ズ ー 世の ｢ 指令+ における行為 に適応される ｡ ヤ エ ル

の シセ ラ 殺害が
一

｢ 指令+ 論争で の 賛成 ･ 反対説教家の 論争に重 ね られ て くる ｡

ヤ エ ル が行 っ た神 へ の 自発的な協力, 己を捨て て まで神 ヘ す べ て を投げ打 っ た

ヤ エ ル は ｢ 指令+ に適応されれ ば どうなる かは
ユ

目瞭然で ある ｡ しか しあえて

ダ ン はそ れを行わな い ｡ ダ ン は ｢ 適応+ を全く行 っ て い な い かと い うとそうで

は なく, 説教の 終わり近くで ほ ん の 少しだけ｢ 適応+ を行 っ て は い る ｡ ダ ン は ,

セ ン トポ ー ル ズ ク ロ ス に集ま っ た 聴衆に対して で はなく , 説教家に対 して 呼び

かける ｡ ｢ 土 師記+ 5 章2 0 節｢ もろもろ の 星 は 天か ら戦い に加わり, その 軌道か

ら シセ ラ と戦 っ た+ の 中 の ｢ も ろも ろ の 星+ L を ｢ 教会の 説教家+ と し, ､
説教家

の なか に は主 に従わ な い 者も い たと言 っ て
, その ような説教 家を批判する ｡ 聴

衆からすれ ば
,･ ｢ も ろも ろの 星+ が ジ ェ

ー ム ズ ー

世を擁護する 説教家で あ る とす

れば ｢戟 い+ と はジ ェ
ー ム ズ ー

世と ジ ェ
ー ム ズ ー

世の ｢ 指令+ を批判する説教

家と の 戟 い と なる ｡ そして ｢ シ セ ラ+ はそ の よう な ジ ェ
ー ム ズ ー

世 の ｢ 指令+

を批判する 説教家で ある こと は容易 に理解で き る ｡ と こ ろ が ダ ン は説教 の 展開

に際し,
こ の 適応を徹底的に行おうとは しな い

｡ ダ ン は ｢ 士 師記+ 5 章20 節を

以下 の よう に解釈 した ｡ (1)戦 い は ｢ 世俗的な戦 い+ で はなく, ｢ 霊 的な戦 い+ で

あ る ｡ (2) ｢ 霊 的な戦い+ の 準備と して 考え られる の は
”

p ri n c e s
,
O ff i c e r s , J u d g e s ,

M e r c h a n t s
--

と い っ た人 々 で はなく, イ エ ス ･ キリ ス トの 福音 とそ の 説教 で ある ｡

(3 に の 戟 い の 維持の た め に神 は 説教家 を星 と した ｡ (4) 説教家 は秩序 正 しく,

O l d
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｢ 指令+ に従 っ て戦わね ばならな い ｡

(3 7) 以上 の 解釈を行 い なが らもダ ン は詳細 に

｢ 土師記+ を ｢ 指令+ 問題 に適応 しな い ｡ ｢ 霊的な戦 い+ で の 戦士 は ｢ イ エ ス ･

キリ ス トの福音とそ の 説教+ である とか ｢ も ろもろ の 星+ を ｢ 説教家+ と解釈

したり, 説教家の ｢指令+ に従 っ て の 戦 い と か ダ ン は ｢ 土 師記+ の ｢ 指令+ へ

の ｢ 適応+ を聴衆に示唆して おき なが ら
, それを は っ きりと ｢指令+ に 適応 し

な い ｡ 聖書の 権威が揺 る ぎつ つ あ っ た時代 にあ っ ても依然として 聖書はそ の権

威を保 っ て い る ｡ 神の 書で あ る聖書からの 援護を基に ジ ェ
ー ム ズ ー 世の｢ 指令+

に反旗を翻す説教家を論破 し, 聴衆を納得せ しめ せ る に は何と言 っ て も聖書は

代 わる もの は な い
｡ 聖書を盾に相手反撃を加 える こ とは当時の 説教 の 常套手段

で あ っ た ｡ それを十分に知り つ つ も聖書の ｢ 指令+ へ の 適応 に関 して は中途半

端の 印象 は ぬ ぐい され な い ｡ ダ ン は ,
シ セ ラ とイ ス ラ エ ル 人 の 戦 い

, ヤ エ ル と

シ セ ラ の 関係が ジ ェ
ー ム ズ

ー

世擁護派説教家と反 ジ ェ
ー ム ズ ー

世説教家との 戦

い である こ とを より明確 に し, そ の 適応を更 に展開すべ き だ っ た ｡ そ して 説教

家 の 果た す べ き任務に つ い て 論ずる べ き で あ っ た ｡ 人 々 を天 国 に向けさせ る の

は説教家 で あり, 現世 に はな い
｡ 星 を説教家 にた とえなが ら, ダ ン は 次の よう

に言う｡

･ ･ ･th at st a r r e b y w hi c h w e e s ail e
,

a n d m a k e g r e a t v oy ag e s
,
i s n o n e o f th e st a r r e s

of th e g r e at e s t m ag nit u d e; b u t it i s n o n e of t h e l e a s t n eith e r; b u t a m id dl e

st a r r e .

( 38)

こ の 一 節 は天 の 星 を仰 ぎなが らの 航海を反 ジ ェ
ー ム ズ ー

世派の 説教家との 争 い

に たとえて い る の で あ る が, 航海 に際 し依拠す べ き 星は最光度の 星 で もな い

し, 最小の 光度の 星 で もな い
, 中間の 星 で ある ,

と ダ ン は言う ｡
こ の 意味する

と こ ろ は ジ ェ
ー ム ズ ー

世を擁護する説教家 は普通の 説教家である と い うこと で

ある ｡ 普通 の 説教家が ジ ェ
ー ム ズ ー

世の ｢ 指令+ 擁護の 戦 い に加 われ ばよ い の

であ る ｡ ち ょ う ど名もな い 女性ヤ エ ル が神 に加担 し, ヤ ビ ン を殺害 したよ う

に , 普通 の 説教家が ｢指令+ 論争 に加われ ばよ い の である ｡ 神 の 聖な る人であ

る説教家に は星と星 の 間に栄光の 差が ある の と同様 に違 い があ る の は当然で あ

⑳1 7
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る が , 説教家の 任務が何かと言え ばそれは ｢ 人間 の 利益+ に貢献する こ とで あ

る ｡ 説教家の 目的は ｢ 人 々 の 救済を助長する+ こ とで ある ｡ 魂の 救済を説教家

の 本務 に挙げる ダ ン に と っ て , ジ ェ
ー ム ズ ー 世 の ｢ 指令+ を全面的に支持する

こ と には何か違和感が あ っ た に違 い な い ｡ ダ ン の 意図からすれ ばジ ェ
ー ム ズ ー

世 からの 依頼 によ る ｢ 指令+ 擁護の 説教で は, ｢ 指令+ 擁護は至上命令であ る ｡

確か に所々 ジ ェ
ー ム ズ ー

世 へ の お世辞とも取れ る賛辞が見 られる こ と は確かで

あ るが, それに して も説教終了後の 聴衆の 印象 は 良くな い
｡ 何 にもま して説教

を行 っ た ダ ン 自身が満足 して い た感が弱か っ たと の コ メ ン トもある ｡ それで も

ジ ェ
ー ム ズ ー 世 は ダ ン の 説教の 印刷を命 じ, 説教 は 出版さ れる こ と とな っ た｡

ダ ン の 説教で は説教直後 に出版され た最初の 説教で あ っ た ｡ こ れは ジ ェ
ー ム ズ

ー

世 が ダ ン の 説教に対 して非常に満足 して い た証拠で ある ｡ 実際 ジ ェ
ー ム ズ ー

世 は , ダ ン の 説教 に つ い て ｢ ダシの 説教 は 追加や縮小を認め る こ とが で きな

い ほ ど完壁な説教で あ る+
(39) と賞賛したほ で あ っ たか ら, 王自身の 満足が い か

な る もの で あ っ た か は容易に察 しが つ く｡ しか しながらそれで も依然と して ダ

ン の 説教 に は疑問が残 る ｡ なぜ前半 の ｢ 土 師記+ 5 章2 0 節を ｢指令+ に適応し

なか っ たの か｡ こ の 疑問に対する答えは説教家の 本来の 任務は何である の かと

い う こ と で ある ｡ ダ ン は他 の 説教で幾度となく説教家の 任務に つ い て 論 じて い

る ｡ 例え ばある説教で は ｢ ヨ ハ ネ伝+ 1 章8 節を説教の テ
ー

マ にあげ, 3 人 の

証人 の 関係を論 じて い る ｡ そ れ に よれ ば 3 人 は , 神 の 恩寵の 証人 で ある キ リ ス

ト, キリ ス トの 使命の 証人で あ る洗礼者 ヨ ハ ネ, 及 び教会に証言する信仰の 証

人 と媒介者で あ る説教家であ る ｡

(40)
ある い は ｢ 説教家 へ の 指令+ 擁護説教後の

1 62 2 年10 月1 3 日 の 説教で は神の 使 い 手であ る説教家 は世俗的な指令よりは神の

指令に従わねばな らな い と延 べ
, 説教家の任務は我々 自身で はなくイ エ ス ･ キ

リ ス トに つ い て説教 する こと は っ きり と述 べ て い る ｡ 霊 的な目的 の な い 俗的な

目的を推進する こ とで はなくキリ ス ト教王国 の 平和 を促進 する こ と
, そ こ に こ

そ説教家の 本来の 任務があ ると言う｡ 説教家 はイ エ ス ･ キ リ ス ト, 十字架上 の

キリ ス トに つ い て 説教をする の で あり, 福音の 代わりに他の こ とを説教する者

は誰で もが呪われ よ
,

と強い 口 調で ダ ン は述 べ る ｡ ダ ン にと っ て説教家の 任務

は世俗的な事柄 に は な い
｡ あくま で も十字架上 で死 ん だキリ ス ト の 福音を広め

◎18
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る こと に こ そそ の 本務がある ｡
こ の ような ダ ン の 説教家観を考慮すれ ば｢ 指令+

擁護の ダ ン の 態度は自ずか ら明 らか にな っ てくる ｡ ダン は ｢ 指令+ に つ い て説

教する こ とに は あまり乗り気 で はな か っ た ｡ ダ ン は, ｢ 指令+ 自体が極め て 政治

色 の 強 い 指令で あ っ た こ とを見抜 い て い た｡ ｢ 指令+ の なかか らダ ン が ジ ェ
ー ム

ズ ー

世擁護と して 選ん だ ｢ 指令+ 第 1 条の 教義問答 ,
3 9 箇条, 公認説教 集は ダ

ン がそれ ほ ど異を唱え る ほ どで も なか っ た ｡ だか らダ ン は それ らを取り上 げ,

｢ 指令+ を擁護した ｡ しか し, ｢ 指令+ 第2 条か ら6 条ま で の 日曜日の 午後の 説

教禁止 , 難解な教義の 取り扱 い 禁止 , 王 の 絶対性,
カ トリ .

.

y ク教徒や ピ ュ
ー リ

タ ン へ の 避難禁止及 び説教家の 認可 問題 ,
こ れら は ダン の 説教家と して の 任務

の 範囲外 で あ っ た｡ ダ ン は ジ ェ
ー ム ズ

ー

世の ｢ 指令+ に は全面的に賛同で きな

か っ た ｡ そ れ で も ジ ェ
ー ム ズ ー 世 か ら の 要 請か ら ｢ 指令+ を擁護 しな けれ ばな

らな い
｡ そ こ に ダ ン の 苦渋が あ っ た ｡ その 昔渋が説教終了後 ダ ン自身は満足 し

な っ かたかの よう に話したと か, また
, 聴衆をも満足 させ なか っ たと の 印象を

与えた の で ある ｡ N a n c y E . W ri g h t は, ダ ン が説教 に選ん だ ｢ 土 師記+ 5 章2 0 節

は ｢あ い ま い で+ ｢ まれ+ であり , ダ ン は説教で 自らの 態度を ｢ あ い ま い に+ し

て い る と述 べ て い る ｡

(41)
確か に ダ ン の 説教 は歯切 れ が悪 い

｡ ダ ン の 説教 の 目的

は ｢ 指令+ に おける王 の 意図 に つ い て聴衆を説得 し, ダ ン の 説教が以後の 他 の

説教家に と っ て
一 つ の 規範と なる こ とで あ っ た こ とを考えれ ば(4 2)

, 果た して ダ

ン が 説教 の 目 的 を 十分 に 果た し終え た か は 疑 問 で あ る ｡ ｢ 指令+ を擁護 し,

ジ ェ
ー ム ズ ー

世の歓心を買う こ と に専念しようと思えばも っ と他の 聖書の 一

節

の 選択もあ っ た ｡ そ して , その 一 節を ｢ 指令+ にうまく適応 し, 聴衆をも そ し

て何 より王を も喜 ばせ る こ ともで き た はずで あ る ｡ と こ ろが ダ ン は ｢ 奇妙な+

聖書の
一

節を選 び , その 解釈 に時間を割き , 適応 に関 して はそ れ を意 図的に 避

けた ｡ と こ ろ どこ ろ で ｢ 指令+ に沿 っ た発言を して い る が, そ れも十分であ る

と は言えな い ｡ と こ ろが不思議な こ とに ジ ェ
ー ム ズ ー

世は ダ ン の 説教 に い たく

満足 した｡ 王 の 満足感に偽りは なか っ た の か ｡ 自分が選ん だ説教家 に労をね ぎ

らう単な る お世 辞と して の 満足 感だ っ た の か ｡ 1 6 2 2 年に は既 に述 べ た よう に

ジ ェ
ー ム ズ ー

世の 娘 エ リザ ベ ス の ボ ヘ ミ ア で の 敗北が あり, そ して何 よりも息

子 チ ャ
ー ル ズ の ス ペ イ ン 王女との 結婚話が国中を飛び交 い

, ジ ェ
ー ム ズ ー 世 は

◎1 9
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カ トリ ッ ク教徒 に改宗する の で は な い か と のうわさが淀 れる ほ どで あ っ た ｡ カ

トリ ッ ク教の 大国ス ペ イ ン と の 政略結婚を通 してイ ギリス を より安定 した国 へ

導こ うとの ジ ェ
ー ム ズ ー

世の 計画は失敗に帰 したが, ｢ 指令+ 擁護の 説教を行 っ

た16 2 2 年 9 月15 日に は ジ ェ
ー ム ズ ー 世 は ス ペ イ ン 王女と息子 の 結婚にま だ本気

にな っ て い た ｡ ジ キ
ー ム ズ ー

世が ｢ 指令+ の 前に国内の カ トリ ッ ク教徒を釈放

したの は息子 の ス ペ イ ン王女との 結婚にお い てス ペ イ ン に好印象を与えたか っ

たか らに他な ら か ､
｡ そ の ような事態の 中で ジ ェ

ー ム ズ ー 世が ダ ン に ｢ 指令+

擁 護 の 説教 を依頼 した真の 意 図は何 で あ っ た の か ｡ S h a 血 は , ジ ェ
ー ム ズ ー 世

が ダ ン を選ん だの は ダ ン が ｢ 教義的にも修辞的 にも満足 の い く説教家+ で ある

と述 べ
, ｢( ジ ェ

ー ム ズ ー 世が ダ ン に) 党派に左右 され か ､ 見解を維持させ たり,

より危険な こ と で ある が , 他人 に影響を及 ぼすほ どの 沈黙 を維持させ たりする

よ り公務 に ダ ン を導き入 れ る ようと して い た こ と はありう る こ と で あ る+ と

言 っ て い る ｡

(43)
また , s h a m i は , ダ ン が ジ ェ

ー ム ズ ー

世の 要請を受けて ｢指令+

擁護の 説教 を行 っ た の は ダ ン に 野心 があ っ たか らで はな い か推測 して い る ｡

ジ ェ
ー ム ズ ー 世は説教家と して の ダ ン の 有能振りを見たと同時 にま た ダ ン の

｢ 指令+ へ の 態度を見抜 い て い たの かも しれな い
｡ とすれ ば こと の ほ か説教を好

ん だ ジ ェ
ー ム ズ ー

世 の 説教を理解する能力及び説教家の 心 理を読み と る 眼力は

驚きであ る ｡ 言葉を変えて言えば自分に都合良く説教家を利用する したたかさ

と言 っ て もい い だろう｡ ジ ェ
ー ム ズ

ー

世 に請われた ダン は 説教家と して｢指令+

擁護と いう任務だけは果たした｡ しか しそれ は単なる任務の 遂行であ っ て
, 心

底か らの 任務と は言え な い
｡ ダン は16 2 2 年11 月 の 火薬陰謀記念説教後論争説教

へ の 熱意を 失 い
, そ の 説教 は キリ ス ト教 に 関す る説教が ほ と ん どを占め て い

く ｡

(4 4)
そ れと 同時 に王 か ら の お呼 びの 声も以 後少 なくな っ て い く｡ ｢ 王 の 代理

人+ と して の ダ ン の イ メ ー ジ に異議を 唱え たくな ると s h a 血 は言う ｡

(45)
｢ 指令+

支持の 説教に より, ダ ン は ジ ェ
ー ム ズ ー

世か ら賞賛されたと は言え, その 説教

は他の 王を擁護した説教 と比 べ る と ｢ 指令+ - の 彼自身の 態度が暖味なま ま で

終わ っ た感が強い ｡ 聖書の ｢ 指令+ へ の 適応がうまく い けば , ダ ン の 説教 は成

功 したで あろう ｡ ダ ン の 説教 は そ れ まで の 説教 の 手順 を守 らなか っ たが ゆ え

に
, 聴衆の 期待を裏切る 結果と な っ たの である ｡ 説教か ら9 日後 ダン は友人 に
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あて た書簡の なかで ｢ 人々 は ようやく神と王 の 道を信じる こ とを学ん だ+ と書

き , ダ ン 自身の 説教が 人々 に与えた影響 に つ い て言及して い る ｡ ダ ン 自身の 言

葉 は C h a m b e rl ai n の ダ ン の 説教に 対する 印象と は異な っ て い る ｡

(46)
ダ ン 自身は

自らの 説教 に自信を抱 い て い たが , 第三者か らの 印象は異な っ て い た ｡ ダ ン の

説教 へ の 評価が どうで あれ, ダ ン はもはや ジ ェ
ー ム ズ ー

世 に対 してまたイ ギリ

ス 国民 に対して あ い ま い な態度を取 る こ と は出来なくな っ たが , 政争に関する

説教 は激変し て い く｡ 御用 説教家と言わ れ た L a n c el ot A n d r e w e s は出世の 階段

を駆け上 っ て い っ たが , ダン 自身は セ ン ト ･ ポ ー ル 大聖 堂の 主席司祭が精 一 杯

であ っ た ｡ 王 の 歓心を買うため に ひ たすら追従的態度を示すこ とを嫌 っ た ダン

の 姿が ｢指令+ 支持の 説教にも現れてい る ｡ ｢ 指令+ 支持説教は , ジ ェ
ー ム ズ ー

世 と ダ ン と の 以後 の 関係 及 び以 後 の 説教家 と して の ダ ン に少 な か ら ざる 影響を

及 ぼ した 説教で もあ っ た ｡

注

(1) D ir e c ti o n s f o r P r e a ch e rs に つ い て は,

'

N eil R b o d e s
,
J e n nif e r R ic h ar d s a n d J o s ep h

M ar s h all ed s .: K i n g J a m e s VI a n d I S el e c t e d W ri ti n g s ( A sh g at e ,
2 0 0 3) , p p .

3 8 2 -3 8 4 % @

照｡ 本論で は以下｢指令+ と略記する ｡ ダン の 説教に つ い て は G e o rg e R . P o tt e r a n d

E v ely n M . Si m p s o n e d s .: Th e S e r m o n s of J o h n D o f m e (U n i v e r sity of C alifo mi a P r e s s ,

19 59) , Ⅶ1 .ⅠV p p .1 78 -2 0 9 を使用する ｡

(2) c . s . cl e g g : p r e s s C e n s o r ship i n J a c o b e a n E n g l a n d (C a m b rid g e U n i v e r sity P r e s s
,

2 0 0 1) , p . 16 4 .

(3) c le g g , p . 1 6 5 .

(4) c l e g g , p . 1 6 2 .

(5) K e n n e th Fi n c h a m a n d P et e r L ak e
,

TT

T h e E c cl e si a s t ri c al P olicy of Ki n g J a m e s r
T

,

J o u r n a l of B riti s h S t u di e s 2 4(19 8 5) , p p . 1 9 8 - 9 .

(6) p ott e r a n d Si m o n
, p . 1 8 7 .

(7) p ott e r a n d Si m p s o n
, p . 1 8 9 .

(8) p ott e r a n d Si m p s o n
, p . 1 8 4 .

(9) ･ P ott e r a n d Si m p s o n , p . 1 84 .
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(10)

(ll)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(Ⅳ)

(18)

(19)

(20)

(21)

(22)

(23)

伽

(26)

(26)

CZ7)

(28)

(2g)

(3Q)

(31)

(32)

(33)

朗

(35)

(36)

(3B

鍋

(39)

(aO)

P ott e r a n d Si m p s o n
, p . 1 8 0 .

P o tt e r a n d Si m p s o n
, pp .

18 1 -2
.

P o tt e r a n d Si m p s o n
, p . 18 6

.

P o tt e r a n d Si m p s o n , p .
1 8 8

.

P o tt e r a n d Si m p s o n , p . 19 1 .

P o tt e r a n d Si m p s o n , p p . 1 82 -3 .

P o tt e r a n d S i m p s o n , p . 1 7 8 .

P o tt e r a n d S i m p s o n , p . 1 7 8 -9 .

P o tt e r a n d S i m p s o n , p .
1 9 2

.

P o tt e r a n d Si m p s o n , p p . 1 9 5
.

P o tt e r a n d Si m p s o n , p .
1 9 4

.

P o tt e r a n d Si m p s o n , p .
1 9 5

.

P o tt e r a n d Si m p s o n
■

, p . 1 9 4 .

P o tt e r a n d Si m p s o n
, p .

1 9 6
.

P o tt e r a n d Si m p s o n , p . 1 9 2
.

P o tt e r a n d Si m p s o n , p p .
1 9 7

.

P o tt e r a n d Si m p s o n , p .
1 9 7

.

P o tt e r a n d Si m p s o n
, p . 1 9 9 .

P o tt e r a n d Si m p s o n , p p .
19 9 - 20 0

.

P o tt e r a n d Si m p s o n
, p . 2 0 0 .

P o tt e r a n d Si m p s o n
, p . 2 0 1 .

P o tt e r a n d Si m p s o n , p .
2 0 2

.

T h e H o m ili e s (F o c u s C h ri sti a n M i ni st e ri e s T r u st , E a s t S u s s e x , 1 9 8 6) , p . 1 .

P o tt e r a n d Si m p s o n
, p . 2 0 7 .

P o tt e r a n d Si m p s o n
, p . 20 8 .

P o tt e r a n d Si m p s o n , p . 2 0 8 .

P o tt e r a n d Si m p s o n
, p p . 1 78 -9 .

P o tt e r a n d Si m p s o n
, p . 19 2 .

P o tt e r a n d Si m p s o n
, p . 2 0 9 .

R ･ C .
B ald : J o h n D o n n e A L lfe ( O xf o rd : A t th e Cl a r e n d o n P r e s s

,
1 9 7 0) , p . 4 3 5 .

N a n c y E . w rig ht ,

”

T h e F ig u r a of t h e M ar ty r i n D o n n e
r

s S e r m o n s
''

,
E L H

,
5 6 .2(19 8 4) ,

p . 3 0 1 .
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(a2)

㈹

糾

㈹

(4=6)

ジ ェ
ー ム ズ ー 世の ｢ 説教家の ための指令+ とジ ョ ン

･

ダ ン の説教㊥

W rig ht , p . 3 0 2 .

J e a n n e S h a m i : J o h n D o n n e a n d C o nf o y m i ty i n C h rist i n t h e L a t e J a c o b e a n P u lp it ( D .

S .
B r e w e r : C a m b rid g e ,

2 0 0 3) , p . 1 10 . 本書と s h a m i の
■■

T h e St a r s i n th ei r O r d e r F o u g ht

A g ai n s t Sis e r a
”

: J o h n D o n n e a n d th e P ulpit C ri sis of 16 2 2
''

, J o h n D o n n e J o u r n a l

1 4(1 9 95) , p p . 1 -58 に は教え られ る と こ ろが多か っ た ｡

S h a m i
, p . 1 3 8 .

S h a m i , p . 13 8 .

S h a m i
, p . 13 8 .

Eli z ab eth T h o m s o n e d . : T h e C h a m b e rl a i n L ett e rs (J o h n M u r r a y ,
1 9 65) , p . 29 1 . 小論の

サ ブタイ トル は c h a m b e rl ai n の 1 6 2 2 年9 月22 日の 書簡で あ る ｡
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